


本研究班による今までの研究結果によって,新生児期におけるビタミン K の投与が乳児出

血症のみならず新生児メレナの予防にも著しい効果を示すことが明らかになった。日本母

性保護医協会(日母)は全国の会員指導の立場から,新生児全員に対する予防的投与につい

て日本小児科学会および日本産科婦人科学会と連絡をとりながら,その是非の検討を行っ

てきた。とくにビタミン K2シロップが昭和 59年 11 月 30 日に当局より製造認可され,日母

見解を早急にまとめることが必要となった。 


